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Abstract
TheVictorianVegetarianMovement
andH.G.Wells'sTheTime」砿αc乃勿8(1895)
KOMIYAAyaka・
Traditionally,Englandhashadameat・centredcu]しure.ItisthecountryofJohnBull,
Beefbaters,andthe`RoastBeetofovaEngland.'Despitethis,however,iiisinEnglandthat.
modernvegetarianismwasborn・
Therehadbeenthosewhoabs重ainedfrommeatscatteredhereandthereinEngllsh
history,butawasonlyduringtheVictQrianperiodthatvegetarianismbecamea韮organized
' ・■● ・●
movement.Amongthenewvegetariansweresocialists,feminists,ant1-v亜vlsectlonlsts,
theosophists,naturalists,andmanyotわers.Vegetarianismwasconsciouslyadop仁edbythose
radicalswhohadsomethingtosayabouttheirsociety.
Itisinterestingto.notetheextenttowhichthevegetarianmovementwasreΩectedinthe
novelsoftheday.InlateVictoriannove[s,wefindbothvegetarianandanti-vegetarian
馳
characters.AlthoughH.G.Wellswasnothimselfavegetarian,hewasoneofthosenove亘fists
・.
whooftenreferredtovegetanamsm.
'
ThepresentpaperdescribesWe亘ls'sattitudetowardvegetarianismandthen吐akesup115
firstandbest-knownnovel,TheT'〃1θMachine(1895),inwhichhedepictsourvegetarianぞmd
cannibaldescendantsintheyear802701.ByacloseanalysisofthefoodreferencesinTheT〃フ26
.
ルZα`1zゴァ12wecanseethatthisnovdsuccessfullybecame.whatWellsmeantittobe-anLassault,
,
onhumanself-satisfaction.
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《個人研究第1種》
ヴィク トリア朝 イギ リスの ヴェジ タリア ン・ムーブメン トと文学
H・G・ ウ ェル ズ 『タ イ ム ・マ シ ン』(1895)にお け る食 の 考 察
小 宮 彩 加
現代の イギ リスは,二 人 に一人が ヴェジタリアンと言われ るほ どの ヴェジタ リア ン大 国である。 ど
のレス トラ ンに行 って もヴェジタ リア ン用のメニューがおいてある し,ど んな会合に出席 して もヴェ
ジタリアン用の食事 を選択することがで きるようになっている。 しか し,イギリスは伝統的には肉食
国家である。 イギ リスを代 表する料理 といえば,ロ ース トビー フが有名 だ。それに典型的 イギ リス入
として描かれ るジ ョン ・ブル(JohnBull。<図1>参照)1や,ロン ドン塔 などで今で も見か ける ピー
ブイーター(Beefeater。<図2>参照)の 名が示 す ように,イ ギ リス人 と肉(特 に ビー フ)は 歴 史
的に大変強い結びつ きを持ってきたのである。2その一方で現代のイギリスにヴェジタリア ンが こと
のほか多いという事実は,大変興味深いことである。
ヴこ、ジタリア ン大 国イギ リスのルーツは,実 は ヴィク トリア朝 にある。肉 を断つ菜食主義 自体 は,
古代ギ リシ ャに まで遡 ることので きる古 い もの だが,「ヴェ ジ タリアニズ ム(vegetarianism>」や
「ヴェジタ リア ン(vegetarian)」とい う英単語は,ヴ ィク トリナ朝 時代 に生 まれ たものなの だ。 マ ン
チェス ター に ヴェ ジタ リア ン ・ソサ 手テ ィが誕生 した1847年を,モ ダ ン ・ヴェジタ リア午ズ ムのは
じまりと見るのが一般的なのだが これ らの英単語 もちょうどこの頃から使われるようになった。3
新 しい言葉が必要 になるほど,ヴ ェ ジタリアニズムが広が っていたのであ る。
ヴェジタ リアニズムの流行 は,当初か ら雑誌 『パ ンチ』で取 り上 げ られ,風刺 の対象 に され てい た。
<図3>は 『パ ンチ』に載 った ヴェジ タリアンの風刺 画の一一つであ る。この絵 を見て も分 かるよ うに,
ロース トビー フの国 イギ リスにおい て肉を食べ ない ヴェジ タリア ンは変わ り者 と見 られ,物 笑 いの種
とされたので ある。
しか し,ど んな に啖 われ,馬 鹿に され ようと,ヴ ェジタリァ ンの数 は着実に増加 してい った。そ し
て,1880年代半 ばか ら1890年代には,ヴ ィク トリア朝の ヴェジ タリアニズ ムの流行は ピークを迎 えた・
1878年に初め て登場 したヴェジ タリア ン ・レス トラ ンの数は急増 し,1889年に はロ ン ドン市 内 だけ
でも34軒を数えも までになっていた と言 われている(Spencer,距g召'α加 〃お'〃258)。
1883年には,ハ ワー ド ・ウ イリア ムズ とい うケ ンブ リッジ大学 出身の ヴェジ タリア ンが著 した菜
食主義者列伝 「食餌の倫理学書』(TheEthicsofDiet)が出版 され た・ これ は,ピ ・タゴラスや プラ
トンに始 まり,19世紀に至るまでの古今願 のヴェジタリア ン蝶 め・それぞオ・の人物についての
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ヴェジタリアニズムを中心にした伝記をまとめたものである。「肉食の習慣をよくないと判断 した一
連 の権 威 あ る人 た ち(、4Ca'2πβ(ゾ!聖〃'120〆"～召30θ力地co'αワ げ'加P名 αc'ゴc6(ゾF!θ訪 一Eat'21ぎ)」と
い う副題がつけ られているの だが,ラ テ ン語で 「鎖,連 鎖」を意味する`catena'とい う語 が使われ
ている ことか らも分かるように,ハ ワー ド ・ウイ リアムズは,ヴ ェジタリアニズムは一時的酔狂 な ど
で はな く,歴 史あ る伝統であ るとい うこ とを証明 したのだった。そのお蔭 もあって,ヴ ェジタリアニ
ズ ムは,ヴ ィク トリア朝後期 までには,一 部 のエ キセ ン トリックな人々の食餌ではな く,よ り一般的
で伝統ある食習慣 として市民権を得るまでになっていたのである。
そもそも,なぜヴィク トリア朝にヴェジタリアニズムが流行 したのであろうか。その最大の理由と
して考 えられるの は,.産業革命後の急 激 な工業化 にともなって,人 々の 自然観が変わ ったとい うこと
である。キース ・トーマスが指摘 してい るよ うに,社 会の 中心が農村か ら都市 に移 ったこ とに よっ
て,人 間の生活が 「自然」から切 り離されるようになり,それまでは当然の ものとして受け止め られ
ていた 油 然」が ロマ ンテ ィサイズ して見 られる ようになったのだろ う。18世紀 ころか ら,ペ ッ トを
飼う人が増えたことにもあらわれているように,動物は可愛がるものとい う考え方が広まっていたの
である。aこのような風潮 の中,人 間の食料 とするために動物を育てて殺すのは残酷であ り,間違っ
ρ
た ことであると主張 し,肉 を断つ ヴェジ タリアンが増 えたの も至極 自然 な ことだったのであ る。。
動物愛護 と入道上の理由というのは,現在のヴェジタリアンの掲げる理由の中で も最大の ものだ
が,ヴ ィク トリア朝 の ラェ ジタリア ンたち は,こ のほか に もい くつ もの理 由 を挙 げてい る。初 めて
ヴィク トリア朝 の ヴェジタリア ン ・ムー ブメン トを研究 したジュ リア ・トウィ ッグは,口)健 康上の
理 由,(2)動物愛護の精神 と人道上の理由,㈲ 経済 とエ コロジー とに関係 する理 由,(のスピリチ ュア
ルな理由,の4つ に大 きく分 け られる と述べ てい る。(Twigg30)また,ハ ワー ド・ウイリアムズは
『食餌の倫理学割 の申で次のように記している。
TheprinciplesofDietaryreformarewldelyanddeeplyfoundedupontheteachingof
(1)ComparativeAnatomyandPhysiology;(2》Humaneness,ln出etwo-foldmeaningof
RefinementofLivingandofwhatiscommonlycalled"Ht匙manity:"(3)Nationa1
Economy:(4)SocialReform;(5>DomesticandIndividualEconomy;(6)Hygienic
Philosophy[.:(Williamsxxvii)
これ らの理由の う らの一つ だけでな く,2つ 以上の理 由を掲げて肉 を断つ ヴェジタ リアンが多 かった
とい うことも特徴的である。
響
こ うしたヴェジタリアンた ちに とって,「 食 」は もはや単な る生命維持 のための ものではな く,思
想一それ もラディカルな思想一 を表現するための重要な手段であった。当時の代表的ヴェジタリア
ンの一人,ヘ ンリー ・ソール トが 「ヴェジタリアニズムとは,・実は,食 における進歩 主義なのである
(Vegetarianismis,intruth,ρ7㎎γ召∬'び6'2θ∬indiet)」(Salt106)と 述 べ て い る よ う に1特 に ヴ ィ
ク トリア朝のヴェジタリアニズムの場合は,そ れが一層顕著だった。生体解剖と動物実験の反対論者
97
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で,ヴェ ジタリアニズ ム,神智主義を唱 えた女医のアナ ・キ ングス フォー ドは次の よ うに述べてい る。
{Tlh。V。g・t・ ianm・v・m・・ti・ 亀h・b・tt・m・ndb・ ・i・・fall・th・m・vem・nt・t・wa「ds
P。,ity,F,eed・m,J・sti・e,・・dH・pPiness・(M・id㎝d223-24)
キングスフ ォー ドの言 うように,社 会主義,禁 酒運動 神秘主義 フェミニズム をは じめ・ 当時 の多
種多様な社会運動 とヴェジタリアニズムは非常に密接な関わりを持っていたのである。現代のわたし
たちが ヴィク トリア朝のヴェジタリア ン ・ムー ブメン トを研究す るときには・当時の ヴェジタ リアニ
し
ズムが進歩 的でラデ ィカルな人たちの食 だったとい うことを,念 頭においておかな くてはな らない・
この ように して,ヴ ィク トリア朝の ヴェジタリアニズ ムは.ほ かの数 々の社会 運動 と連動 しなが ら
大 きくなってい った。そ してその流行 を反映するよ うに,ヴ ィク トリア朝後期の小説には ヴェ ジタリ
ア ンや ヴェジタ リアニズ ムが しば しば登場す ることになる。登:場人物 がヴェジタ リア ンなの はなぜ
か,その人物の ヴェジタリアニズムの背後にある思想は何か,と 考えなが ら当時の文学作品を読む
と,そ の作 品の新 たな解釈が生まれることもあ りうるのである。そこで本稿 では,後 期 ヴィク トリア
朝 を代表す る作 家 の一人で あ り,SF小 説の父 として有名 なII・G・ウ ェルズの 『タイム'マ シ ン』
(1895)を取 り上 げ,「ヴェジタリアニズム」 とい う観点か ら考察 してい くことにする。
*****
『タ イム ・マ シ ン』 を書 い たH・G・ ウェルズ(1866-1946)の作 品 に は.ヴ ェ ジ タ リア ンの 登 場 人
物や,ヴ ェジ タリアニズ ムに関す る言及 が非常 に多 く見 られ る。そのため,イ ンターネ ッ トで は,歴
史賄 名な ヴェジ タリア ンの リス トに,ウ ェルズが ヴェジタリア ンの一人 として載 せ 硫 て しまって
いることが度 々あ る。 しか し,ウ ェルズはヴェジタリア ンの ロジックには精通 していた ものの,実 際
には自身はヴニ、ジタ リア ンではなかったのであ る。 ピー ター ・ケ ンプは 「ウェルズ は,ヴ ェ ジタリア
ンカ謝 勤 ・な らな か っ た(W。11・h・n・P・t.・・cewithveg・{・・i㎝・1・P」(K・mpl7)と書 い て い るが ・
まった くその通 りで,ウ ェルズはヴェジタリア ンに対 してお よそ同情的ではなかった。実際,ウ ェル
ズの 『自伝 の試 み』(1934)には,貧 乏 だった頃 に何度か ヴェジタリア ン ・レスhラ ンを利用 した と
きの こ とが書 いてあ るが,そ れ は賞賛の言葉で はない。 ヴェジ タリア ン ・レス トランでの食事 の後
は,必 ず夜 中 に腹 が 減 って仕 方 が なか った とい うの で あ る ・(Wells,El膨7'η～ε2～'・1:313)
ウェ ルズ が 親 しか っ た ジ ョー ジ ・バ ーナ ー ド ・シ ョー(1856-1950)は,1881年か ら,94歳 で 亡 く
なるまでの約70年間 ヴェジタリアニズムを貫 き,ヴ ィク トリア朝英国の最 も有名で・かつ雄 弁なヴェ
ジタリア ンと して知 られてい る。その シ ョーは,1907年8月14日にウェルズ に宛 てた手紙 の 中で,
ヴェジタリアンがいかに肉体的にも精神的にも俸れているかを説きつつ.次のように書㌣ている。
Renounce,}LG.:abstain.(Smith58).
一
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ウェルズ に も肉を断 ち,ヴ ェジ タリア ンになるこ とを勧 めてい る。6シ ョー の この手紙 のア ドバ イス
か らも,ウ ェルズが ヴェ ジタリアンではなかった ことは明 らかなのである。
ウェルズがヴェジタリアンにならなかったのは,彼が食に対 して人一倍強い執着を持っていたから
か もしれない。 ピー ター ・ケ ンプは,ウ ェルズは貧 しい幼少期 を過 ご し,ひ も じさと栄養不良か ら来
る健康への不安を常 に抱いていたために,その反動から,食 に対する執着が大変強かったと述べてい
る。7ウェルズの 『自伝 の試み』 に書かれている,幼 少期の食の記憶は次の ような ものだ。
Anincreasingskimpinessdistinguishedourcatering.Breadandcheeseforsupperand
halfaherringeachwithourbreadandbutteratbreakfastandagrowingtendencyfor
potatoestodominatethehashorstewatmiddayinp至aceOfmeat,intimated
retrenchment....Iwasgrowlngfastandgrowingverythin.(Wells.助囲 物 〃ご,1:108)
こうした貧 しい食事が原因となったかどうかは分か らないが,若 い頃のウェルズは体が弱かったとい
う。肺 を患 って,何 度 か吐血 もした。小 柄で細 く,肺 を患 ってお り,強 い身体 的 コンプ レックス を抱
いてい たので,ウ ェルズは肉 を断 ってヴェジタリア ンにはな らなか った とい うの も納得のい くことで
あ る。
さらに大人になってからのウェルズは自由恋愛主義者になり,二度の結婚 とは別に,数々の女性と
関係を持った。自由恋愛の実践のためにも男性的な強い体に憧れていたウェルズにとって.ヴ ェジタ
リアニズムはあまり魅力的な食事ではなかったのだろう。
ウェルズが食を重要視 していたことを示すエ ピソー ドが もう一つある。彼は同世代の作家ジョー
ジ ・ギ ッシ ング(1857-1903)と大変親 しか ったのだが ギ ッシ ングが フランズ人女性 と恋 に落 ちて,
フラ ンスで彼女 と同棲 す るようになってか らすっか り痩せ細 って しまったの を見て,ウ ェルズ はフラ
ンスで まともな食事 をさせて もらっていないか らに違いない と心配 した。現代で は,我 々はフラ ンス
料理というと豪華で贅沢な食事というイメージを抱 くものだが,当時のイギリス入の多 くは,フ ラン
ス料理は濃厚なソースを用いる手の込んだ料理であると知っていた一方で,一般的なフランス人の食
事 はス ーープとパ ンと野菜 だけの貧 しい もの,と い う固定 された イメー ジも持 っていたようである。こ
れは18世紀頃か ら,ホガースなどの愛国的な風刺画家によって繰 り返 し強調されてきたイメージだっ
た(<図4>参 照)。た とえば 〈図5>の ジェイムズ ・ギル レイ(1756-1815)の風刺画 も,こ の偏
見に基 づいて描かれている。 ウェルズ も.ギ ッシングは フランスの食事のせいで体 を壊 して しまった
の だと考え,彼 が一人で イギ リスに一 時帰 国 した ところ を捕 まえて,オ ーバ ー ・フィーデ ィング とい
う,とにかく食べものを詰め込む食餌療法を行う施設に入院 させている。その後 フランスに戻った
ギッシングだが 今度は風邪 をこじらせてしまう。彼の病状はかなり深刻なものだと知らせる電報を
受 け取 ったウェルズ は,す ぐさまフラ ンスに渡 った。 そ してフ ランス人の医 師 を病室 か ら追い 出 し
隔
て,ギ ッシングに ビー フテ ィと言われる コンソ・メスープの ような ものや牛乳 を飲 ませ て栄養 をつけ さ
せようとしたとい う。 ウェルズの食餌療法のせいかどうかは定かではないが,ギ ッシングはその直
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後 さらに蕪稿 くなって しまい,糸着局,3日 後 に亡 くなって しまったのである・ギ ッシングに対 す
るウェルズの行いからも,彼が古きよきイングランドの食事に絶大な信頼をおいていたことが分かる
ので あ る 。8
ウェルズ 自身はヴェ ジタリア ンではなか った もの の,そ の作 品か らは彼が ヴェジタ リアニズムに精
通していたことが窺える。食に強い関心を抱いていたウェルズのことなので,彼 の周 りにた くさんい
たヴェジ タリア ンた ちか ら,ヴ ェジタリアニズムに関する知識 を吸収 したのであろ う。 ウェルズ は,
1880年代 か らバ ーナー ド ・シ ョーや ウィリアム ・モ リスな どの社 会主義者の集 ま りに参加 した り,
自ら社会主義についての演説をしたりしてお り,社会主義を標榜するようになっていたのだが ヴィ
クトリア朝の社会主義は,実 はヴェジタリアニズムと大変強い結びつ きのある運動だったのである。
とりわけ,ウ ェルズが1903年か ら会員 になってい たフェビア ン協会は,「新生命の仲 間(Fellowship
oftheNewLife)」とい うヴェジ タリア ンの若者の集 ま りか ら始 まってお り,特 にヴ ェジ タリアニズ
ム との 関 係 の 強 い グル ー プ だ った 。(Spencer,Vegetarianism,261-62)協会が 大 き くな るに従 い,会
員は必ず しもヴェ ジタ リア ンではな くな って いったが バ ーナー ド ・シ ョー をは じめ,初 期 の メン
バ ーは ヴェ ジ タリア ンばか りであ った。 先 に引用 を載 せ たヘ ンリー ・ソー ル トもア ナ ・キ ングス
フォー ドも,フ ェビア ン協会の会員である と同時 に,ヴ ェジ タリアン協会 の会長,副 会長であ った。
こうした背景からも分かるように,ウ ェルズの周 りにはヴェジタリアンの社会主義者たちが大勢いた
のであ る。 ウェルズ 自身はヴェジタリアンで な くて も,彼 らと同 じ程度 にヴェジ タりアニズムについ
ての十分な知識を持つようになったのであろう。そしてそれを作品の中で使っていたものと思われる
のだ 。
*`****
ウユ、ルズの小説家 と してのデ ビュー作 『タイ ム ・マ シ ン』 は,1895年に出版 され た。 これは数多
いウェルズ作品の中で も最 も有名な小説として,今 でも世界中で読まれており,また何度 も映画化 さ
れてい る。 この小 説は,タ イム ・マシンに乗 って時間旅行 をして,19世紀のイギ リスに戻 って きた タ
イム ・トラ ヴェラ一一が,自 分が見て きた80万2000年後の世 界の こ とを友 人たち に語 り,そ れ をその
中の_人 が まとめた とい う形 をとっている。未 来の世界 で タイム ・トラヴェラーが最初 に学 んだ言葉
が 「食べる」図 とい う意味の動詞であったことにもあらわれているように,こ の作品では 「食」が
大変大 きな重要 性を担 ってい る。980万2000年後の人聞はエ ロイ(Elol)とモーロ ック(Morlock)と
いう2つのまった く異なる生態をもつ動物 に分かれているのだが,彼 らの違いの中で最 も重要なの
も,食 習慣 の違いであ る。
タイム ・トラ ヴェラーが未来世界で最 初 に出会 うのはエ ロイであ る。エ ロイは,小 柄 で身長 は130
センチほど,「結核患者のように」⑳ 繊細で優雅な容姿をしている。この華客な未来人たちの 「食べ
物は果物 だけ」だった。そのエ ロイを,タ イム ・トラヴェラーは 「ヴェジタリア ン」だ と表現 してい
る 。
1(}0
Fruit...wasalltheirdiet.Thesepeopleoftheremotefuturewerestrictvegetarians,
andwhileIwaswiththem,inspiteofsomecarnalcravings,Ihadtobefrugivorous
訓sα⑳
ヴェ ジタ リア ンの エ ロイ は,体 つ きだけでな く,知 的 に も 「5歳児 並み」吻 の幼 さとされている。
ウェ ル ズ は,彼 ら を描写 す るの に"child","childlike","childish"など とい う言 葉 を繰 り返 し使 用
し,彼 らの幼 さを印象付 けてい る。 このエ ロイの幼児性 は,当 時,ヴ ェジタリア ンの食事 は大人気な
い と考 え られてい た こと と合致 す る。次 に載せ るの は,雑 誌 『パ ンチ』 に載 った,1848年の ヴェ ジ
タリアン協会の食事会を椰楡 した記事か らの引用である。
Thereissome亀hingveryinfantileinthepretendedsimplicityofthisfare,fbrnonebut
aparcelofovergrownchildrenwouldsitdownseriouslytomakeamealupon
sweetstu〔fWelookupontheVegetarianhumbugasamerepretextf)rindulginga
1自venileappetiteforsomething・nice,andwearereallyashamedoftheseoldboyswho
continue,attheirtimeof且ife,todisp且aysuchapueriletasteforpiesandpuddings.
(Spencer,レ㎏ ε彪 万ご～πゑ3〃a,248)
この 記事 の 中 で,"infantile","juvenile","puerile"など とい う形 容 詞 が使 わ れ て い るこ とか ら も分
か るように.肉 を食べない ヴェジ タリア ンの食事は子供 っぽい と思 われていたのである。つ まり,エ
ロイの ヴェジタリアニズム は,彼 らの幼児性 にマ ッチ した食餌だった とい うことが分かるだろ う。
さらに,エ ロイは 「どこ とな くひ弱 なところ」があ り,男 女の区別 が曖昧 だとい う特徴 を持 ってい
る ⑳ ㈲ 。エ ロイは,男 も女 もrひ げのない互 いに似 た顔つ き」で 「ふ っ くらとした少女の ような体」
岡 を してい るの だ。 この こ ともエ ロイが ヴェジ タリア ンである ことと関係があ りそ うであ る。 とい
うの も,当時は肉が男 らしい食べ物であるのに対 して,野菜は女,子供の食べ物であると考えられて
いたのだ。10精のつ く食べ物である肉を食べないヴェジタリアンは必然的に男 らしさを失 うと思われ
、
ていたのであ る。
男性的な肉食者 と女性的なヴェジタリアンの対比は,政 治的な場面でも利用 されていて,た とえば
イギ リス人が イ ン ドの よ うな大 きな国 を征服 で きたのは,イ ン ド人が ヴェジタ リア ンだったか らだ と
言われていた。インド人は肉を食べないからひ弱で,肉 を食べるイギリス人に勝てなかったのだとい
うのである。 ア ンチ ・ヴェ ジタリアニズ ムの論陣 を張 ってい た ドライスデール医師 は,講 演 の中で,
臨
「
イ ン ド人 は ヴ ェ ジ タ リ アニ ズ ム に よ っ て 女 々 し く(effeminate),無感 情(apathetic)な国 民 に な っ
た と述べ てい る。"この よ うな考 え方 は,ヴ ェジ タリアニズ ムに反対 す る人々の問で広 く聞 かれた意
見だったのだ。'
魎
England,ithasoftenbeensaid,couldnevergovcrnHindostanwerethenativesofthat
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,。unt,y。。r,endered・ff・mi・t・and・p・th・ti・byth・i・veg・t・bl・di・t・(D・y・d・1・197)
インドに住むイン ド人たち自身も,イギリス人は肉を食べているから強いの も当然だと考えていたよ
うであ る。「イ ン ド建国の父 」 と言 われるマハ トマ ・ガ ンジー は,厳 格 なヴュ ジタ リアニズム を貫 く
家庭に育ったのだが,学 生時代,イ ギリス人の ように強 くなりた くて,肉 食を試みた時期があったこ
とを自伝で告白 している。 ガンジーを肉食に誘 った友人は,次の ように言って彼を説得したという。
Wea,eweakp,。pl・beca・sew・d・n・teatm・at・Th・E・gli・h・ ・eabl・t・了・1・・veru・・
becausetheyaremeat-eaters.YouknowhowhardyIam,andhowgreatarunnertoo.
ItisbecauseIamameat-eater.Meat-catersdonothaveboilsandtumours,andevenif
th。y。。m。t董mesh・pP・nt・havea・y,th・ ・eh・ ・lc・i・kly・0・・t・a・h・・sand・the「
di、佐i。g。i,h。dp・・pl・wh・eatmeal・ ・en・f・ ・1・Th・yk・ ・wit・vi・tues・Y…h・ulddo
lik。wlse.Th,,ei、n。thi。glik。t・yi・g.T・y,andseewh・t・t・engthitgives・(Ghandi・
F:ゆεガ 〃z2π`with2「'7～4漉,17)
このように,男 らしさと肉食,男 らしさの欠如 とヴェジ タリアニズム とい う強い結 びつ きが,… 般 的
にイメージ され ていた時代 だったので,ウ ェルズが,子 供つぼ くて性 を感 じさせ ないエロイを.ヴ ェ
ジタリア ンとして描 いたの も納 得のい くこ とであ る。
また,次 に挙げるエロイの服装の描写にも,ヴ ィク トリア朝のヴェジタリアンの特徴の名残が見ら
れるようだ。
H。wasa、lighttreat・・c-P・・h・p・拓 ・・feethigh一・1・di・・p・ ・pl・tuni・・離dl・d・tth・
waistwithaleatherbelt.Sandals...wereonhisfeet;hislegswcrebaretotheknees,
andtiffsheadwasbare,(琴1)
エロイは,色 鮮 やかなチ ュニ ックを着 て,足 にはサ ンダルを履いていた とされ てい るのだが,こ れ も
ヴィク トリア朝の ヴェジタ リア ンたちを想 起 させ る ものなのであ る。 当時 の ヴェ ジタ リア ンの多 く
は,服 装の改革(DressReform)にも関心 を持 ってお り,体 を締 めつけない古代 ギ リシャや ローマ
の服装 を好んだといわれている。古代風の服装 をしていたことで特に有名なのは・「ダニエル修道会
(OrdcrofDanielites).1とい うヴェジタ リア ンの グルー プであ る。預言者 ダニエルが ネブカ ドネザ ル
の宮殿で肉を拒み,菜食を貫いた と旧約聖書に書かれていることから,ダニエルの名前を取って1876
年に発足 した ダニエル修 道会 のメ ンバ ーは,ヴ ェジタ リアンの中で もか な りエ キセ ン トリックな人た
らとして知 られてい た。彼 らは,人 間が菜食 だ ρたエデ ンの園を理想 と し,「ガーデ ン」 と呼 ばれ る
集ま りを開 き,派 手 な色の古代 ギ リシャ,ロ ーマ風 の服装で ダ ンス を した り していたそ うであ る。
(Spencer,i!喀2'αア'己z〃's〃2,271-74) .
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また,エ ロイが履い ていた とい うサ ンダルであ るが,こ れ もヴェ ジタ リア ンとの関係の強い履物
だった。イギ リスでは珍 しいサ ンダル とい う履物 を最初 に広 めたのは,ヴ ェ ジタリア ンであ り,フ ェ
ビアンで もあ ったエ ドワー ド ・カーペ ンターであ った。彼 は従 来の革靴 を 「皮でで きた棺おけ」 と呼
び,足 を締め付ける靴をやめサンダルを履 くことに,社会の窮屈な 「締め付け」か ら解放されるとい
う意味を持たせていたのだ。そういうわけで,サ ンダルは当時のヴェジタリアンの多くが好んで履い
た履物で,「サ ンダル を履 く人(sanda1-wearers)」と 「ヴェジタ リア ン」は大体 同 じ人たちの ことを
指 していたのである。
タイム ・トラヴェラーは,や がて未来の世界 にはエ ロイたちの他 に も生 き物がいる ことに気付 く。
この もう一方の人間の子孫 は,地 下 で生活 す るモー ロックで ある。 タイ ム ・トラヴェラーは,タ イ
ム ・マ シンを隠 したのはモー ロックだ と確信 し,彼 らの住む地下世界へ と降 りてい くのだが,そ の と
き,彼 はモ ー ロ ッ クが ヴ ェ ジ タ リア ンで は な く,肉 食(carnivorous)だとい うこ と を知 るので あ る。
Thep亜ace...wasverystuffyandoppressive,andthefainthalitusoffreshlyshed
bloodwasintheair.Somewaydownthecentralvistawasalittletableofwhitemetal,
laicwithwhatseemedameal.TheMor盈ocksatanyratewerecarnivorous1㈲
モーロックは,長 いこ と日の光の届か ない地下世界で生活 して きたため に,白 い体 で,ま ぶたのない
赤い 目の生 き物 に進化(あ るい は退化)し ている。 そ して ウェルズ は彼 らを"creature`だとか,
"h
uman-rat","human-spider'など と描 写 して い る。 ヴ ェ ジ タ リア ンの江 口イが 人 間 ら しさ を残 し
ているの に対 して,肉 食 のモーロックは人間 とはか け離れた ものに退化 して しまっているとい うのは
興味深い点である。
『タイム ・マ シン』 の翌年 に出版 された 『モロー博士の島』では,モ ロー博士が動 物 を生体解剖 し,
他の動物 と組 み合わせて作 った動物人間たちが,「肉,魚 を食べ るなかれ。われ ら人間な らずや?〈Not
toeatFleshorFish;thatistlleLaw.ArewenotMen2)」(1140ア6α～`59)とい う食 べ 物 に 関す る掟
を守 って,ヴ ェジタリアニズ ムで生活 している。 これは,肉 を食 べ ると本来の獣性 が 出て きて しまう「
とい う理由か ら,モ ロー博士がそ うさせているのだが,実 際 掟 を破 って肉 を食べて しまったハ イエ
ナ男や ピューマ男は,人 間性 を失い,も との肉食動物に戻 ってい って しま う。P・B・ シェリー と共
に,近代的 ヴェジタリア ンの先駆 けであったロマ ン派の詩人バ イ ロン(1788-1821)は,ビー フステー
キを食べ る友人を見て 「ビー フステーキを食べ る と狸猛 にな る気が しないかいa([Dlon'tyOufind
一eatingbeef-steakmakesyouferocious?)」(Williams33Dと尋 ね たそ うだが ヴ ィ ク トリア朝 時 代
になっても,肉は人間性に対する刺激が強い食物だと考えられていた。子供や精神異常者は,感受性
が強 く,肉の刺激の影響 を受けやすいので,肉 を食べさせない方がよいとされていたのもそのためで
ある。 モーー ロックがlg世 紀 の人間 とはかけはなれたおぞ ましい生 き物 になっていたの も,ひ とえに
肉食のせいなのかもしれないと考えられる。
さて,タ イム ・トラヴェラーは,地 下世界で 見かけた肉が一体何の肉なのかが分か らず,し ば しば
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不思議に思ったと書かれている。19世紀の牧草地に必ず見られた牛や羊などの家畜fig,未来の世界に
はいなかったのである。それがある とき突然,肉 の正体がエロイであると分かるの だ。つま り・モー
ロックは肉食は肉食 だが,人 肉食だった ことが明 らかに されるのだ。この ことに気付いたタイム ・ト
ラヴェラーは愕然 としつつ も,そ うなった ことの原因を次のように冷静に推測 している。
Cl,。rly,。t・・m・tim・i・th・L・ ・g-Ag・・fh・mandecayth・M・ ・1・k・'f・dh・d・un
short.Possiblytheyhadlivedonratsandsuch・likevermin.Evennowmanisfarless
discriminatingandexclusiveinhisfoodthanhewas-farlessthananymonkey.His
P,el・diceag・i・th・m・nfleshi・n・deep-seat・di・・find(124-25)
この中で,タ イム ・トラヴェラーは猿 と比較 して,人 間が雑食 であ ることを指摘 している。人間 と猿
の動物的なつなが りを示 して,キ リス ト教的世界観に衝撃を与えたダーウィンの進化論が発表 された
の は1859年のこ とであ るが,19世紀 も末 になると,科 学的な知識 を持つ人には,猿 と人間の類似 は
当然のこととして受け止 め られるようになっていた。 当時のヴェジタリアンたちも,人 聞が最 も近い
動物の猿が菜食なのだから,入間に相応 しい食事は当然 菜食なのだと論 じていた。
Inconsideringthefoodbestfittedformanwemustarguefromalikenesstoother
animals....Darwinarguesthatmanhasbeenproducedfromaninferioranimalbya
9,ad・組se・i…fimp・ ・vem・nt・.N・wth・n・are・t・e1・t;・nt・mani・theap・・W・h・vc
veryliωestructuraldifferencefromthisanimal._Themonkeyisanon-Hesheater.
Heliveschienyonfruits,nu亀s,gralns,andthegreenpartsoftreesorherbs_.Man's
wholestructurepointstoadietoffruits,nuts,grains,gourds,andgreenpartsof
vegetables.(A田nson30-31)
動物学的には猿 に近 く菜食 であるべ き人間が,自 分に相応 しくない肉食 を続けたことが,モ ー ロック
とい う人間性を失 った生 き物 になって しまった原因のよ うである。
また,タ イム・・トラヴェラーは,「人肉 に対 する偏 見 さえ もそ う根深い ものではない」と述べ てい
るが,こ れ もまた当時 よく聞かれた ヴェジタリアンたちの予言 と重 なる ものであ る。例えば アー ノ
ル ド・ヒルズは次の ように述べてい る。
Cannibalismlsthenatura垂consequenceofacarnivorousdietary-toeatamanisthe
logicalconclusionofdevouringasheep.(Hil塾s148)
肉食を続けると,人肉食に対する抵抗もなくなり,肉食からやがては人肉食へと進むだろうというの
である。この ように,モ ーロックの食事か らは,19世紀の肉食がエスカレー トした可能性を垣 間見る
.
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こともで きるのであ る。
.タイム ・トラヴェラーは,エ ロイがモー ロックの食料 になっていた ことを知 ってか らは,エ ロイの
ことを 「肥え させ られた家 畜(fattedcattle)に過 ぎない」(125)と言 い,エ ロイと 「家畜」の類似
を見る ようになる。
Verypleasantwastheirday,aspleasantasthedayofthecattleintheHel(iLikethe
cattle,theyknewofnoenemiesandprovidedagainstnoneeds.Andtheirendwasthe
same.(69)
19世紀の人間は草食動 物の牛を飼育し,食料にしていた。ウェルズの描 く未来の世界には,牛 も羊 も
いない。 その代 わ りにそ こでは,牛 と同 じように草食 であ るヴェジタ リア ンのエ ロイが モ ー ロ ック
に飼育 され,彼 らの食料 となっているのである。
タイム ・トラヴェラーの推測 によると,モ ー ロックと,モ ー ロックの家畜 にと成 り下がったエ ロイ
とは,そ れぞれ労働者と資本家が進化(あ るいは退化)し たものである。つまり,未来世界では,過
去に経済的に搾取 レていた者が搾取 されていた者によって食べ られ.文字通 り 「消費(consume)」
される とい う,立 場の逆転 が起 こってい るのだ。 これ にヴェジ タリアニズ ム とい う視点 を加 え る と,
さらにもう一つの皮肉な事態が浮かび上がって くる。
ヴェ ジタリアニズ ムが別名 「禁酒運動の よ り高 位の段 階(higherstageoftemperance)」とい わ
れてい た ことか らも分 か る ように,ヴS_ジ タ リァニズ ムは禁酒運 動 との関係が 強い運動 であ った}20
肉は飲酒や性などの動物的な欲望をかきたてる食べ物であると考えられていたので,労 働者階級のア
ルコールや貧困の問題の解決策 として,ヴ ェジタリアニズムが勧め られたのだ。救世軍をは じめた
ウィリアム ・ブース もヴェジ タリアニズ ムを提案 していた。 ウィ リアムの息子のブ ラム ウェル ・ブー
スは,な ぜ ヴェジタリアニ ズムなのか とい う問 いに対 して,次 の ように答 えてい る。
Becauseavegetariandietisagreatprotectionagainstourdrinking,andbecausethe
growthofmeat-eatingamongthepeopleisonecauseoftheincrcaseofdrunkenness.
Onebadappetitecreatesanother.(Booth3)
貧困の原因となっているアルコールの問題は肉食と強い関係があるので,まずはヴェジタリアンにす
ることによって悪癖iの連鎖 を断 ち,問 題の解決 を図 ることが で きるのだ とい うのであ る。
雫
この ようにヴィクトリア朝後期の社会改革運動家たちは,ヴ ェジタリアニズムとそれによる社会の
諸 問題の解決 を熱心 に説 いてい た。彼 ら自身 は,多 くが アッパ ー ・ミ ドルクラスの 出身だったの で,
ヴェジ タリアニズムは彼 らが労働者階級 を教化 し,コ ン トロ'一ルするため の手段 だった と見る こ とが
9
で きる。 しか し,ウ ェルズの 『タイム ・マ シ ン』 に よると,ヴ ェジタリア ンたちは労 働者の リフ ォー
ムに失敗 したばか りか,肉 食である彼 らの家畜,彼 らの食料になって しまったようなのである。
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さらに,ヴ ェ ジタ リア ン と肉食者の 区別 に注 目 して 『タイ ム ・マ シ ン』 を読 む と,タ イム ・トラ
ヴェラーの未来世界 についての解釈その ものの正当性が大 きく揺らいで くるのだ。 タイム ・トラヴェ
ラーの同情は労働者階級の末窩のモーロックではなく,資産階級の末喬エロイに常 に向け られてい
る。人間 ら しさを失 ったモー ロ ックにつ いては 「3,4000'前の食 人種 よ り野蛮 で,わ れわれ とは縁遠
い人聞 なのであ る」(84-85)としてお り,よ り人間 ら しい姿 を保 ってい る江 口イの方 を自分 の子孫
だと考 えてい るの だ。 しか し,タ イム ・トラヴェラー や.彼 の リッチモ ン ドの邸宅 に集 まった19世紀
の知識階級の男たちの食を見ると,果 た してそうなのだろ うか という疑問が湧いて くる。 とい うの
も,ウ ェルズ は タイム ・トラ ヴェラーや彼の仲 間た ちが ヴェジ タリア ンでは な く,モ ー ロック と同 じ
肉食であるということを繰 り返 し書いているからだ。
まず注 目すべ きは,時 間旅行を終 えて19世紀 に戻って きたタイム ・トラヴェラーが最初 に言 う言
葉である。彼 はひどく疲れているにもかかわらず,お い しそ うな肉のロース トの匂いを嗅いでたまら
な くな って,ゲ ス トた ちが先 に食事 を してい るダイニ ング ・ル… ムに顔 を出 して,「その羊の 肉 を少
し取 っ て お い て くれ 。 私 は肉 に飢 え てい る ん だ。Savemesomeofthatmutton.1'mstarvingfor
abitofmeal')」(13)とい うの だ。 さ らに,着 替 えが 済 ん で 食 卓 につ い た タイ ム ・トラ ヴ ェ ラー は, .
次のように言 う。
`Wh
ere'smymutton?'.,.`Whatatreatitistosticka{orkintameatagainゴ(14)
そ して再 び肉 を食べ る ことの喜 びでい っぱいの タイム ・トラヴ ェラーは,「わ き目もふ らず」 に 「が.
つがつ と乞食のように」肉を食べ ると書かれている。⑯ 同じ人間の子孫 同士なのに,片 方の肉が も
う片方に食べ られているという恐ろしい未来を見てきたのに,こ れほど 「肉に飢えている」のは,な
んとも奇妙 であ り,グ ロテス クで さえあ る。
肉食 なのは タイム ・トラ ヴェ ラーだけ ではな く,彼 の デ ィナー に集 まったゲス トた ち もそ うであ
る。羊 肉の ロー ス トを食べている とい うだけでな く,次 の表現 に よって もウェルズは彼 らの 肉食 を強
調 してい るよ うだ。
`D
oesourfriendekeouthismodestincomewithacrossing?orhashehis
Nebuchadnezzarphases?'heinquired.(勉)
これは,ぼ ろぼ ろ に汚れ た格好 で遅れ て夕食 に登場 した タイ ム ・トラ ヴェラーに関 して,「一体何 を
していたのだろう」と仲間同士で冗談交 じりに憶測 し合っているところで,そ の中の一人の編集者が
い う 言 葉 で あ る0「 彼 は ネ ブ カ ド ネ ザ ー ル の よ う に な る 時 期 な の か ね。(`IHlasllellls
Nebuchadnezzarphases?')」(13;とい う発言 にρ い て は,研 究 者 に よ っ て,「 入 に は 言 え な い よ うな
ことをしていた」とか,「おか しな夢 を見ていた 」などという違った解釈がされてお り,現在ではウェ
ルズがいったい どの ようなことを意味 していたのか不明な箇所である。私はこの 「ネブカ ドネザール
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の ようになる時期」 とい う表現 を,ヴ ェジタリアニズムに言及 したもの と捉えている。
というの も,当時,ヴ ェジ タリア ンをネブカ ドネザール と呼ぶことが しば しばあったのである。ネ
ブカ ドネザールとい うのは紀元前6世 紀のバ ビロニアの王だが,神 の怒!_7年 間正気を失わ
され、荒野で牛の ように草を食べて過ごしたとされてお り,ダニエル書には次の ように書かれている。
Thesamehourwasthethingfu韮filleduponNebuchadnezzar;andhewasdrivenfrom
men.anddideatgrassasoxen.andhisbodywaswetwiththedewofheaven,tillhis
hairsweregrownlikeeagles'feathers,andhispailslikebirds'claws.(Daniel,4:33)
ヴィク トリア朝 当時のア ンチ ・ヴェジタリアニズムの人たちは,ヴ ェジタリアニズムは正気の沙汰で
は ない,と い う侮蔑 を込 め て,ヴ ェ ジ タリア ンの こ とを 「ネブカ ドネザ ール」 とか 「モ ダン ・ネ ブカ
ドネザ ー ル 」と呼ぶ こ とが よ くあ ったか らで あ る。13例えば.1892年の雑 誌 『パ ンチ』 には ヴ ェ ジタ
リアニズムを滑稽 に描いた記事 が載 っているのだが,こ の中で出て くる架空のヴェジ タリアン ・レス
トラ ンの 名 前 は,「ネブ カ ドネザ ール の頭(TheNebuchadnezzaゼsHead)」なの であ る。14タイ ム ・
トラヴェラーの友人の編集者 による発言 も,タ イム ・トラヴェラーの 「肉に飢 えているんだ 」とい う
のを受けて,「 ヴェジタリアニズムを試 していたのではないか 」とふ ざけて言 った と捉 えることがで
きるのである。 また,ヴ ェジタリアンをネブカ ドネザールと呼んでいるこ とか ら,こ の編集者が ヴェ
ジ タ リア ニズ ム に同情 的 で ない とい うこ とが窺 える。 ウェルズ は この よ うに して,タ イム ・トラヴェ
ラー も,彼 の仲 間 も,エ ロイめ よ うな ヴ ェジ タリア ンで はな く,モ ー ロ ック と同 じ肉 食者 であ るこ と
を強調 していたのではないだろ うか。
ウェルズ は後 に 「タ イム ・マ シ ンaに つ い て,「 人間 の 自己 満足 に対 す る攻 撃(assaultonhuman
self-satisfaction)だ」と述べ て いる150実際 この作 品 は単 に未来 の世界 を描 い て い るの で は な く,
19世紀の イギリスと比較 したタイム ・トラヴェラ 一ーの分析 を通 して,現 代社 会を客観的に見つめ直す
ことを促 しているようだ。未来での物語を,19世紀の 「現在」で囲むとい う小説の構造 も,未来 と現
在 の つ なが りを意 識 させ る もの にな って い る。 こ:のよ うに,「食 」に注 目 して 『タイ ム ・マ シ ン』 の
未来世界 と19世紀を見比べてみると,リ ッチモ ン ドで安穏 と肉を食べてい るタイム ・トラヴェラーや
その仲間た ちこそ,実 はモーロ ックの先祖 なのだ という皮 肉をウェルズが意図 してい たので はない
か,と 思 えて くるの であ る。
愚
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ヴィク トリア朝イギ リスの ヴェジタ リアン・ムーブメ ントと文学1レG・ ウxル ズ『タイム ・マシン」(1895)における食の考察
8
1JohnBullの名 は 、JohnArbuthnotの71舵」伍3'o～ユ・げ ノ0乃'1B～`〃(1712)に由 来す る と言 われ て い る。
2BenRogers,β 召βゾateゴム'∂θ7'y'1～oα3'Beef;ノbん'β謬41a〃dtheEπg'∫5乃ハratガo"(London:Vintag:e,2003)
は、中世以降の イングラ ン ドで、牛 肉が イギ リス人のナ シ ョナ リズ ムといかに強 く関わって きたかを詳 ら
かに論 じた大変興味深い研究書である。
30xfordEnglishDictionaryによる と、`Vegetarianism'とい う、単語 は初 出 が1851年で あ る。
4現在でも活発な活動を繰 り広げている王立動物愛護協会(RS.P℃A)は、1824年に設立された。
5KeithThomas,ルtarQ〃ゴ 訪θ 〈初 雛 α月 雇oア～d:Changing/1''"π4¢sガ〃E12g勿1d「ノ500-1800(Oxfbrd:
OxfordUP,1983)。特 に`MeatofMercy,'287-300を 参 照 。
6こ のシ ョーの ア ドバイスの口調にも表れているが、ウェルズ よ り約10歳年長だ ったシ ョーは、威圧的 にもの
を言 うところがあ ったので、ウェルズ はそれを煙 たく思 ったこ とも多 かったようである。
7ウェルズの兄妹は、栄養不良のために 「はと胸」になった り、「不健全なまでの信仰心」を持つようになっ
た りしたそうである。Kemp,9参照のこ と。
8West,253・54;260-62。著 者の ア ンソニ ー ・ウ ェ ス トは 、 ウ ェル ズ と一 時期 恋 仲 に あ った レベ ッ カ ・ウエ ス「
トとの 間に生 まれた息子である。ウェルズ とギ ッシングの関係についてはRoyalA.Gettmann,ed.George
G'∬11～gacrd」H:0.レレ'ells:Their、Friendshipα'～ゴCoア γ2ψo刀4θπc召(LQndon:RupertHart-Davis,1961)が
詳 しい。
9これ以降、伽 εTinzeMachineからの引用 はページ数 をカ ッコ内に入れて示 す。本稿で用 いたテキス トは、
AtlanticEditionを元 に したEverymaRの版(2001)で あ る。
10肉を男性 的、野菜 を女性的 とす る考え方 は、現代 で も根 強 く残 っている。 ヴェ ジタ リアニズムとフェ ミニ
ズ ム に つ い て は、 キ ャ ロ ル ・J・ア ダ ム ズ の 数 々 の 著 作 に 詳 しい。 特 にCarolJ.Adams.TheSexual
PoliticsofMeat(ContinUUm,2002)を参 照 の こ と。
11エr1イもまた 「関 心の な さ(lackofinterest)」働 を特 徴 と して い た。
12ヴェジタリアニズム も禁酒 もどちらも、一種の禁欲主義 であ った。 また、 ヴェジタ リアニズ ムはイギ リス
の国民的食べ物であるビーフを断つものであ り、禁酒運動はイギリスの国民的飲み物であるビールをも断
つ ものであったため、 どち らの運動 も愛国精神 に反する もの と見 られ、非難 された。
131距〃1〃加 〃ノ碑7〃α'とい う雑 誌 に1848年に載 った`ModernNebuchadnezzar「とい うヴ ェ ジタ リアニ ズ ム
を非難する記事の中で も、ヴェジタリァンを 「ネブカ ドネザール」 と呼 んでいる。
i4"AtaVegetarianRestaurant,"、Pzf,κぬ,o〃 加 ゐω κ♂onO加 〆 乙・α7',17Decemberl892:280.
15Wells,`Preface,'Seven凡ηηα`5八b〃ε1∫(1934),rptd。Ruddick255.
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